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Ⅰ．はじめに
　2013年９月の東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催決定をきっかけに、わが国ではオリ
ンピック・パラリンピックへの社会的な関心が高まり
つつある。オリンピックのみならずパラリンピックに
も注目が集まり、近年テレビで流れるコマーシャルや
街中のポスター等には、オリンピアンだけでなくパラ
リンピアンも登場している。また、障がい者も健常者
も一緒に楽しむイベント等も全国各地で行われるよう
になり、「障がい」に対してより意識・関心が向けられ、
共生社会の構築が期待されつつある。
　文部科学省１）は、スポーツ基本法に基づき平成 29
年３月に第２期スポーツ基本計画を策定した。この基
本計画には、スポーツ政策として、スポーツを「する」
「見る」「ささえる」という多様な形でのスポーツ参画
人口を拡大し、人々がスポーツの力で人生を楽しく健
康で生き生きとしたものとし、活力のある社会と絆の
強い世界を創るという「一億総スポーツ社会」の実現
に向けた目標値等が挙げられている。その中には第１
期スポーツ基本計画には盛り込まれていなかった障害
者スポーツに関する事項も含まれており、その着実な
実施のための具体的方策について各方面にて検討がな
されているところである。
　一方、教育に目を向けると、文部科学省はおよそ
10 年ごとに学習指導要領の改訂を行っており、新学
習指導要領（全面実施は、小学校は 2020 年度、中学
校は 2021 年度、高等学校は 2022 年度以降）では、児
童生徒に障がいへの理解や障がい者との共生について
学ばせることをねらいとして「パラリンピック教育」
を盛り込むことの方針を示し、「パラリンピック」の
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【要　約】
　本研究では、小学生およびその親を対象に、パラリンピックを含む障がい者スポーツに対する関心度・認知度の現状を
明らかにするとともに、障がい者とのかかわりや運動嗜好との関係を分析した。対象は、山梨県内の Y 小学校に在学中
の小学生（以下、児童）420 名およびその保護者 359 名であった。
　その結果、パラリンピックへの関心度・認知度は、保護者の 68.8％が関心がある・まあ関心があるであり、児童の知っ
ている・聞いたことがあるが 92.4％であった。障がい者スポーツ観戦は、保護者では 63.2％、児童では 81.7％がしたこと
があった。また、保護者の 68.4％、児童の 41.4％が障がい者とかかわったことがあった。
　運動嗜好別のパラリンピックの関心度は、保護者では運動・スポーツが好きに対して肯定的嗜好（好き・どちらかとい
えば好き）である方が、否定的嗜好（どちらかといえば嫌い、嫌い）よりもパラリンピックへの関心度が高かったが、児
童では運動・スポーツの嗜好とパラリンピックの認知度の高さとの間に関係はみられなかった。このことから、大人と子
どもではパラリンピックに対する関心度・認知度を高めるための方策が異なる可能性が示唆された。
　障がい者スポーツ観戦の有無について、運動嗜好別にみると、保護者では肯定的嗜好であるほど、障がい者スポーツを
見たことがある割合が高かったが、児童では肯定的嗜好である方が否定的嗜好よりも見たことがある割合が高かった。ま
た、障がい者とのかかわり別にみると、保護者、児童ともに障がい者とかかわった経験がある方が障がい者スポーツ観戦
をしたことがある割合が高かった。これらのことから、運動・スポーツ好きを増やすこと、あるいはより多くの人が容易
に障がい者あるいは障がい者スポーツに触れられる環境を整えることが障がい者スポーツの普及に影響する可能性がある
ことが示唆された。
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２）山梨学院小学校
山梨学院大学スポーツ科学研究，第２号，29- 37，2019
29
記載が随所に盛り込まれた２）。また、2020 年東京オリ
ンピック・パラリンピック組織委員会は、東京オリン
ピック・パラリンピックの「顔」となるマスコットを
小学生の投票によって決定したり、オリンピック・パ
ラリンピックをテーマとしたポスターを小学５年生と
中学２年生を対象に募集したりした。これらの企画は、
小中学生にオリンピック・パラリンピックへの関心や
東京大会への参加意識を深めてもらうことを目的とし
ている。このように、オリンピック・パラリンピック
教育の実施を通じた無形のレガシー創出という観点を
踏まえ、小中学生に対してもさまざまな取り組みがな
されている。しかし、パラリンピックを含む障がい者
スポーツに対する意識調査は、大学生を対象とした研
究は多く行われているものの３）４）５）、児童・生徒を
対象とした研究はあまりみられない。
　そこで本研究は、小学生およびその親を対象に、特
にパラリンピックを含む障がい者スポーツに対する関
心度・認知度の現状を明らかにするとともに、障がい
者とのかかわりや運動嗜好との関係を分析すること
で、パラリンピック教育や障がい者スポーツの認知に
対する課題を明らかにするために必要な資料を得るこ
とを目的とした。
Ⅱ．研究方法
　対象は、山梨県内のY小学校に在学中の小学生（以
下、児童）420 名（回収率 100%）およびその保護者
359 名（回収率 90.8％）であった。
　アンケート項目は、児童では回答者のプロフィール
に関する項目、習い事に関する項目、自由時間の過ご
し方に関する項目、運動・スポーツ活動に関する項目、
東京パラリンピックに関する項目、障がい者スポーツ
および障がい者とのかかわりに関する項目であった。
また、保護者では回答者のプロフィールに関する項目、
運動・スポーツ活動に関する項目、家族での戸外活動
に関する項目、東京パラリンピックに関する項目、障
がい者スポーツおよび障がい者とのかかわりに関する
項目であった。
　アンケート用紙を配布の際に本研究の趣旨説明と協
力依頼を文書にて行い、調査で得られた情報をこの研
究以外には使用しないこと、調査で知り得た情報を守
秘し第三者には提示しないことを明記し、本研究への
協力の同意を得た。
Ⅲ．結果
１．対象者のプルフィール
　対象者の性別、年代および学年を表１、表２に示し
た。
　本アンケートの有効回答が得られた対象者は、保護
者 326 名、児童 420 名であった。保護者の性別は男性
57 名、女性 262 名、無回答７、年齢は 20 代、30 代、
40 代、50 代、60 代、その他、無回答がそれぞれ３
名、82 名、202 名、27 名、３名、２名、７名であった。
児童の性別は男子 213 名、女子 207 名であり、１年
73 名、２年 72 名、３年 69 名、４年 69 名、５年 71 名、
６年 66 名であった。
２．運動・スポーツ活動に関する項目
　保護者の運動嗜好および運動実施を表３、表４に示
した。
　運動嗜好「運動・スポーツが好きですか」に関する
質問の結果、好きが 97 名（29.8％）、どちらかといえ
ば好きが 147 名（45.1％）、どちらかといえば嫌いが
73 名（22.4％）、嫌いが７名（2.1％）、無回答が２名
（0.6％）であり、好き・どちらかといえば好きの肯定
的嗜好が 74.9％を占めていた（表３）。運動実施「現
在、運動スポーツを行っていますか」に関する質問の
結果、定期的に行っているが 65 名（19.9％）、不定期
に行っているが 57 名（17.5％）、ほとんど行わないが
202 名（62.0％）であり、約６割の保護者が運動・スポー
ツをほとんど行っていなかった（表４）。
表１．対象者
表２．対象者の年齢
表３．運動・スポーツが好きですか（保護者）
保護者 児童
男性 57 213
女性 262 207
無回答 7 0
合計 326 420
（名）
人数（名） ％
好き 97 29.8
どちらかといえば好き 147 45.1
どちらかといえば嫌い 73 22.4
嫌い 7 2.1
無回答 2 0.6
保護者
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 その他 無回答
3 82 202 27 3 2 7
子ども
1年 2年 3年 4年 5年 6年 無回答
73 72 69 69 71 66 0
（名）
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　児童の運動嗜好およびスポーツ系の習い事の有無を
表５、図１、表６に示した。
　運動嗜好「運動・スポーツが好きですか」に関する
質問の結果、好きが 311 名（74.0％）、どちらかとい
えば好きが 81 名（19.3％）、どちらかといえば嫌いが
19 名（4.5％）、嫌いが３名（0.7％）、無回答が６名（1.5％）
であった（表５）。児童の運動嗜好を学年別にみると、
好き、どちらかというと好き、どちらかというと嫌い、
嫌い、無回答はそれぞれ、１年では 63 名（86.3％）、
６名（8.2％）、０名（０％）、０名（０％）、４名（5.5％）、
２年では 55 名（76.4％）、15 名（20.8％）、０名（０％）、
１名（1.4％）、１名（1.4％）、３年では 49 名（71.0％）、
14 名（20.3％）、５名（7.2％）、０名（０％）、１名（1.4％）、
４年では 53 名（76.8％）、13 名（18.8％）、３名（4.3％）、
０名（０％）、０名（０％）、５年では 56 名（78.9％）、
14 名（19.7％）、１名（1.4％）、０名（０％）、０名（０％）、
６年では 35 名（53.0％）、19 名（28.8％）、９名（13.6％）、
３名（4.5％）、０名（０％）であり、否定的嗜好であ
るどちらかといえば嫌い・嫌いがもっとも多かったの
は６年で 12 名（18.1％）、次いで３年で５名（7.2％）
であった（図１）。
　また、児童の習い事に関する質問の結果、習い事を
しているが 412 名（98.1％）、していないが８名（1.9％）
であり、習い事をしている児童の中でスポーツ系の習
い事をしているは 313 名（76.0％）であった（表６）。
３．パラリンピックに関する項目
　保護者および児童のパラリンピックの関心度と認知
度について表７、表８に示した。
　パラリンピックへの関心度「東京 2020 パラリンピッ
クにどのくらい関心がありますか」に関する質問の結
果、保護者では大変関心があるが 51 名（15.6％）、ま
あ関心があるが 174 名（53.2％）、あまり関心がない
が 86 名（26.3％）、まったく関心はないが 12 名（3.7％）、
無回答が４名（1.2％）であり、関心がある・まあ関
心があるが 68.8％と約７割を占めていた（表７）。
　パラリンピックへの認知度「パラリンピックを知っ
ていますか」に関する質問の結果、児童では知って
いるが 294 名（70.0％）、聞いたことがあるが 94 名
（22.4％）、知らないが 29 名（6.9％）、無回答が３名
（0.7％）であり、知っている・聞いたことがあるが
92.4％と９割を超えていた（表８）。また、知ったり聞
いたりした手段については、「テレビやユーチューブ
表４．現在、運動・スポーツを行っていますか（保護者）
表６．スポーツ（ダンスを含む）の習い事をしていますか
図１．学年別の運動嗜好（児童）
表７．東京 2020パラリンピックにどのくらい関心がありますか
（保護者）
表５．運動・スポーツが好きですか（児童）
人数（名） ％
好き 311 74.0
どちらかといえば好き 81 19.3
どちらかといえば嫌い 19 4.5
嫌い 3 0.7
無回答 6 1.5
人数（名） ％
大変関心がある 51 15.6
まあ関心がある 174 53.2
あまり関心はない 86 26.3
まったく関心はない 12 3.7
無回答 4 1.2
人数（名） ％
はい 412 98.1
いいえ 8 1.9
スポーツ系の習い事
　している 313 76.0
　していない 99 24.0
人数（名） ％
定期的に行っている 65 19.9
不定期に行っている 57 17.5
ほとんど行わない 202 62.0
無回答 2 0.6
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
86.3
76.4
71.0
76.8
78.9
53.0
2 年
1 年
3年
4年
5年
6年
20.8
20.3
18.8
19.7
1.4
4.3
7.2
1.4
1.4
13.6 4.528.8
8.2 5.5
好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い 無回答
1.4
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などのインターネット動画を見たことがある」が 245
名（63.1％）ともっとも多く、次いで「家族など他の
人から聞いたことがある」が 71 名（18.3％）、「新聞
や本で見たことがある」が 40 名（10.3％）、その他８
名（2.1％）、無回答 24 名（6.2％）の順であった。そ
の他にはＣＭやポスターなどの回答があった（表９）。
４．障がい者スポーツ観戦に関する項目
　障がい者スポーツ観戦の有無について表 10、表 11
に示した。
　障がい者スポーツ観戦「障がい者スポーツを見たこ
とはありますか」に関する質問の結果、保護者では
見たことがあるが 204 名（63.2％）、見たことがない
が 118 名（36.5％）、無回答が１名（0.3％）であった
（表 10）。見たことがあるの内訳は、テレビのニュー
スで見たことがあるが 151 でもっとも多く、ニュース
や競技中継以外のテレビ番組で見たことがあるが 62、
テレビの競技中継を見たことがあるが 43、動画サイ
トなどテレビ以外のメディアで見たことがあるが 16、
実際に会場で見たことがあるが７、その他が２であっ
た（複数回答）。
　児童では見たことがあるが 343 名（81.6％）、見た
ことがないが 73 名（17.4％）、無回答が４名（1.0％）
であった（表 11）。見たことがあるの内訳は、テレビ
で見たことがあるが 315 でもっとも多く、次いでユー
チューブなどのインターネット動画を見たことがある
が 83、その他が 15、実際に会場で見たことがあるが
12 であった（複数回答）。
５．障がい者とのかかわりに関する項目
　障がい者とのかかわりの有無について表 12、表 13
に示した。
　障がい者とのかかわり「これまで障がいのある人
とかかわったことはありますか」に関する質問の結
果、保護者では、はいが 223 名（68.4％）、いいえが
101 名（31.0％）、無回答が２名（0.6％）であった（表
12）。
　児童では、はいが 174 名（41.4％）、いいえが 244 名
（58.1％）、無回答が２名（0.5％）であった（表 13）。
６．運動嗜好とパラリンピックへの関心・認知度およ
び障がい者スポーツ観戦の有無との関係
　運動嗜好とパラリンピックへの関心度および障がい
者スポーツ観戦の有無との関係を図２、図３、図４、
図５に示した。
　保護者の運動嗜好別にパラリンピックへの関心度み
ると、大変関心がある、まあ関心がある、あまり関心
表８．パラリンピックを知っていますか（児童）
表11．あなたは障がい者スポーツをみたことがありますか（児童）
表10．あなたはリオデジャネイロ・パラリンピック終了後に、パ
ラリンピック以外の障がい者スポーツを見たことはありま
すか（保護者）
表９．パラリンピックを何で知ったり、聞いたりしましたか（児童）
人数（名） ％
知っている 294 70.0
聞いたことがある 94 22.4
知らない 29 6.9
無回答 3 0.7
人数（名） ％
テレビやユーチューブなどのインター
ネット動画をみたことがある
245 63.1
家族など他の人から聞いたことがある 71 18.3
新聞や本でみたことがある 40 10.3
その他 8 2.1
無回答 24 6.2
人数（名） ％
見たことがある 204 63.2
見たことはない 118 36.5
無回答 1 0.3
< 視聴手段（複数回答）>
　テレビのニュースで見たことがある 151
　ニュースや競技中継以外のテレビの
番組で見たことがある 62
　テレビの競技中継を見たことがある 43
　動画サイトなどテレビ以外のメディ
アで見たことがある 16
　実際に会場で見たことがある 7
　その他 2
人数（名） ％
みたことがある 343 81.6
みたことはない 73 17.4
無回答 4 1.0
< 視聴手段（複数回答）>
　テレビでみたことがある 315
　ユーチューブなどのインターネット
動画をみたことがある 83
　実際に会場でみたことがある 12
　その他 15
　みたことはない 73
　無回答 4
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がない、まったく関心がない、無回答はそれぞれ、好
きでは 26 名（26.8％）、50 名（51.5％）、18 名（18.6％）、
２名（2.1％）、１名（1.0％）、どちらかといえば好き
では 12 名（8.2％）、88 名（59.9％）、42 名（28.6％）、
３名（2.0％）、２名（1.3％）、どちらかといえば嫌い
では 11 名（14.9％）、33 名（44.6％）、24 名（32.4％）、
５名（6.8％）、１名（1.3％）、嫌いでは２名（28.6％）、
２名（28.6％）、１名（14.2％）、２名（28.6％）、０名（０％）
であった（図２）。運動・スポーツが好きに対して肯
定的嗜好（好き、どちらかといえば好き）である方が、
否定的嗜好（どちらかといえば嫌い、嫌い）よりもパ
ラリンピックへの関心度が高かった。
　また、保護者の運動嗜好別に障がい者スポーツ観戦
の有無をみると、見たことがある、見たことはない
それぞれ、好きでは 71 名（73.2％）、26 名（26.8％）、
どちらかといえば好きでは 94 名（63.9％）、53 名
（36.1.％）、どちらかといえば嫌いでは 39 名（53.4％）、
34 名（46.6％）、嫌いでは３名（42.9％）、４名（57.1％）、
無回答では１名（50.0％）、１名（50.0％）であった（図
３）。運動・スポーツが好きに対して肯定的嗜好であ
るほど、障がい者スポーツをみたことがある割合が高
かった。
　児童の運動嗜好別にパラリンピックの認知度をみる
と、知っている、聞いたことがある、知らない、無
回答はそれぞれ、好きでは 221 名（71.1％）、64 名
（20.6％）、25 名（8.0％）、１名（0.3％）、どちらかと
いえば好きでは 54 名（66.7％）、23 名（28.4％）、３
名（3.7％）、１名（1.2％）、どちらかといえば嫌いで
は 16 名（84.2％）、３名（15.8％）、０名（０％）、０
名（０％）、嫌いでは２名（66.7％）、１名（33.3％）、
０名（０％）、０名（０％）であった（図４）。運動・
スポーツの嗜好とパラリンピックの認知度の高さとの
間に関係はみられなかった。
　また、児童の運動嗜好別に障がい者スポーツ観戦の
有無をみると、見たことがある、見たことはないはそ
れぞれ、好きでは 257 名（82.6％）、54 名（17.4％）、
どちらかといえば好きでは 71 名（87.7％）、10 名
（12.3％）、どちらかといえば嫌いでは 14 名（73.7％）、
５名（26.3％）、嫌いでは１名（33.3％）、２名（66.7％）、
無回答では４名（66.7％）、２名（33.3％）であった（図
５）。運動・スポーツが好きに対して肯定的嗜好（好き・
どちらかといえば好き）である方が否定的嗜好（どち
らかといえば嫌い・嫌い）よりも見たことがある割合
が高かった。
表12．これまで障がいのある人とかかわったことはありますか（保
護者）
表13．これまで障がいのある人とかかわったことはありますか（児
童）
人数（名） ％
はい 223 68.4
いいえ 101 31.0
無回答 2 0.6
人数（名） ％
はい 174 41.4
いいえ 244 58.1
無回答 2 0.5
図２．運動嗜好とパラリンピックへの関心度（保護者）
図３．運動嗜好と障がい者スポーツ観戦の有無（保護者）
図４．運動嗜好とパラリンピックの認知度（児童）
大変関心がある まあ関心がある あまり関心はない
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
まったく関心はない 無回答
26.8 51.5 18.6
8.2 59.9 28.6
14.9 44.6 32.4 6.8 1.3
28.6 28.6 14.2 28.6
50.0 50.0
2.0
1.0
2.0
1.3
好き
どちらかといえば好き
どちらかといえば嫌い
嫌い
無回答
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
73.2 26.8
63.9 36.1
53.4 46.6
42.9 57.1
50.0 50.0
好き
どちらかといえば好き
どちらかといえば嫌い
嫌い
無回答
見たことがある 見たことはない
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
無回答
71.1 20.6 8.0
66.7 28.4 3.7
84.2 15.8
66.7 33.3
16.7 16.7 16.749.9
0.3
1.2
好き
どちらかといえば好き
どちらかといえば嫌い
嫌い
無回答
知っている 聞いたことがある 知らない
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７．障がい者とのかかわりの有無と障がい者スポーツ
観戦の有無との関係
　障がい者とのかかわりの有無と障がい者スポーツ観
戦の有無との関係を図６、図７に示した。
　保護者では障がい者とのかかわり別に障がい者ス
ポーツ観戦の有無をみると、見たことがある、見たこ
とはないはそれぞれ、かかわったことがあるでは 149
名（67.4％）、72 名（32.6％）、かかわったことがない
では 55 名（55.0％）、45 名（45.0％）、無回答では２
名（100％）、０名（０％）であった（図６）。障がい
者とかかわった経験がある方が障がい者スポーツ観戦
をしたことがある割合が高かった。
　児童の障がい者とのかかわり別に障がい者スポーツ
観戦の有無をみると、見たことがある、見たことは
ないはそれぞれ、かかわったことがあるでは 154 名
（88.5％）、20 名（11.5％）、かかわったことがないで
は 192 名（78.7％）、52 名（21.3％）、無回答では１名
（50.0％）、１名（50.0％）であった（図７）。障がい者
とかかわった経験がある方が障がい者スポーツ観戦を
したことがある割合が高かった。
Ⅳ．考察
１．運動嗜好および運動実施率について
　スポーツ庁６）は、平成 29 年 11 月～ 12 月に 18 ～
79 歳の男女を対象に、スポーツの実施状況に関する
意識調査を WEB アンケートにて行っている。その結
果、週１日以上運動・スポーツをする成人の割合は
51.5％であり、男女とも70代が最も高く70％を超え
ていた。また、「この１年間に運動・スポーツはしな
かった」かつ「現在運動・スポーツはしておらず今後
もするつもりがない」と答えた者が20.7％存在してい
た。実施頻度が減ったあるいは増やせない理由として
は「仕事や家事が忙しいから」（39.9％）が最も多く、「面
倒くさいから」（25.3％）、「年を取ったから」（19.9％）
などが続いていたと報告している。本研究の対象者で
は定期的に運動を行っている者は 19.9％、不定期実施
者をあわせても 37.4％とスポーツ庁の調査と比べると
大幅に低かった。そのひとつの要因として、回答者の
約８割が女性であること、30 ～ 40 代が多く、小学生
の子どもを持った親であるため、時間的制約があるこ
となどが考えられる。しかし、運動・スポーツが好き・
どちらかといえば好きという肯定的嗜好（好き・どち
らかといえば好き）は 74.9％であり、仕事や家事に余
裕ができれば運動実施につながる可能性があることが
期待できると思われる。
　一方、本研究における児童の運動・スポーツに対す
る肯定的嗜好は 93.3％であり、74.5％がスポーツ系の
習い事をしていた。神奈川県立体育センター７）では、
学校体育に関する児童生徒の意識調査を小学生 3,735
名を対象に行っており、83.1％が体をつかって遊んだ
りスポーツをしたりすることがとても好き、どちらか
というと好きであったと報告している。ベネッセ教育
総合研究所８）は、３歳から 18 歳（高校３年生）の子
どもを持つ母親 16,170 名に習い事や部活動などの学
校外教育活動の実態や費用について調査を行ってい
図５．運動嗜好と障がい者スポーツ観戦の有無（児童）
図６．障がい者との関わりの有無と障がい者スポーツ観戦
　　　の有無（保護者）
図７．障がい者との関わりの有無と障がい者スポーツ観戦
　　　の有無（児童）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
82.6 17.4
87.7 12.3
73.7 26.3
33.3 66.7
66.7 33.3
好き
どちらかといえば好き
どちらかといえば嫌い
嫌い
無回答
見たことがある 見たことはない
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
67.4 32.6
55.0 45.0
100
はい
いいえ
無回答
見たことがある 見たことはない
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
88.5 11.5
78.7 21.3
50.0 50.0
はい
いいえ
無回答
見たことがある 見たことはない
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る。それによると、小学生の 63.6％はスポーツ活動を
しており、男女ともにスイミングがもっとも多く、次
いで男子ではサッカー、女子ではダンスであったと報
告している。本研究の対象者は、運動・スポーツの肯
定的嗜好、スポーツ系の習い事をしている割合ともに、
これらの調査と比べると高かった。
２．パラリンピックの関心度・認知度について
　内閣大臣官房政府広報室９）は、全国 20 歳以上の日
本国籍を有する 3,000 人を対象に、東京オリンピック・
パラリンピックに関する世論調査を平成 27 年８月に
行っている。その結果、東京オリンピックに対する関
心度は 81.9％であったのに対し、東京パラリンピック
に対する関心度は70.3％であった。また、「関心がない」
とする者の割合はオリンピックでは女性で高かった
が、パラリンピックでは大きな性差はみられなかった
と報告している。本研究の結果では 68.8％の約７割の
保護者がパラリンピックに関心があると答えており、
ほぼ同じ傾向であった。
　また、日本生命保険相互会社 10）は、11,485 名を対
象にインターネットによって「スポーツ」に関するア
ンケート調査を行った。その結果、「スポーツ観戦が
好きですか？それともするのが好きですか？」の質問
に関して、「観戦が好き」、「どちらも好き」、「スポー
ツをするのが好き」、「スポーツに興味がない」はそれ
ぞれ、男性では 42.1％、31.9％、14.7％、11.3％、女性
では 37.6％、24.0％、15.0％、23.4％であり、男女とも
自身が「する」だけではなく観戦も好きな人が多かっ
たと報告している。本研究の被験者は子育て世代であ
るためか、運動・スポーツの実施率が低かったが、運
動 ･ スポーツへの肯定的嗜好は 74.9％と高かったた
め、現在は運動実施という行動には移せなくても今後
移行する可能性があると考えられる。そのため、運動・
スポーツを「する」ではなく、「好き」という運動嗜
好の観点からの検討を行った。運動・スポーツが好き
な人は、スポーツの祭典であるパラリンピックや障が
い者スポーツへの関心や認知度が高いのであろうか。
運動嗜好別のパラリンピックへの関心度をみた結果、
保護者では運動・スポーツ対して肯定的嗜好（好き、
どちらかといえば好き）である方が、否定的嗜好（ど
ちらかといえば嫌い、嫌い）よりもパラリンピックへ
の関心度が高かった。一方、児童では運動・スポーツ
の嗜好とパラリンピックの認知度の高さとの間に関係
はみられなかった。児童がパラリンピックを知ったり
聞いたりした手段は、テレビやユーチューブなどのイ
ンターネット動画をみたことがあるが 63.1％もっとも
多く、次いで家族など他の人から聞いたことがあるが
18.3％であり、メディアの影響が大きかった。運動嗜
好とパラリンピックへの関心度・認知度との関係は、
保護者と児童の結果が異なっていることが明らかと
なった。このことから、大人と子どもではパラリンピッ
クに対する関心度・認知度を高めるための方策が異な
る可能性が考えられる。
３．障がい者スポーツの関心度・認知度について
　オリンピック・パラリンピックレガシーは、近年、
IOC が最も力を入れているテーマのひとつである 11）。
日本においても東京パラリンピック後にどのようなレ
ガシーを残すのか、については国をはじめ、各都道府
県をあげて大会開催に並んでの大きなテーマである。
井出 12）は、2020 年東京五輪・パラリンピックの成否
の鍵は、むしろ、パラリンピックにあるという声が政
府にある。パラリンピックは、人間の可能性を追求す
るスポーツの力や、目指すべき共生社会を考える機会
になる。ただ、光が当たっているのは、視覚的にわか
りやすい競技のトップ選手だけで、パラリンピック以
外の聴覚、知的、精神障害者らの競技には支援は届い
ていない。学校や地域で障害のある子供や大人の誰も
がスポーツに参加するためにも、支える人材や施設の
バリアフリーが足りないと述べている。井出が述べて
いるように、トップ選手を取り巻く環境だけでなく、
パラリンピック以外の障がい者スポーツについても目
を向けるべきである。そこで本研究ではパラリンピッ
ク以外の障がい者スポーツ観戦の有無についても調査
した。その結果、保護者では 63.2％、児童では 81.7％
がパラリンピック以外の障がい者スポーツを見たこと
があり、ともにテレビで見たことがあるがもっとも多
かった。日本財団パラリンピック研究会 13）は、日本・
ドイツ・アメリカ・韓国・フランス・オーストラリ
アの６カ国の男女 20 歳～ 69 歳、合計 4,205 名（日本
のみ約 1500 人、他国約 530 人）を対象に、パラリン
ピックに関する認知と関心についての調査を行った。
その結果、パラリンピック以外の障害者スポーツの直
接観戦経験について各国を比較すると、経験ありの割
合はドイツが 18.9％ともっとも高く、次いでアメリカ
17.9％、オーストラリア 13.9％、韓国 12.6％、フラン
ス 10.8％、日本は 4.7％でもっとも低かった。この結
果と比べると、本研究の結果は保護者では 63.2％、児
童では 81.7％と驚異的に高いが、直接観戦ではなく、
メディア等による間接的な観戦も含んでいたためであ
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る。スポーツ庁が行った「スポーツ実施状況等に関す
る世論調査６）」では、１年間に直接現地でスポーツを
観戦した者は 26.9％であり、TV やインターネットで
観戦した者は 68.4％であったと報告している。この結
果と考え合わせると、直接観戦に関しては必ずしも多
くはないことが予測できる。今後、観戦については、
現地での直接観戦とテレビを含むメディア等での観戦
とを分けて検討していく必要があると思われる。
　また、障がい者スポーツ観戦の有無を運動嗜好別に
みた結果、保護者では運動・スポーツが好きに対して
肯定的嗜好（好き、どちらかといえば好き）であるほど、
障がい者スポーツを見たことがある割合が高く、児童
では肯定的嗜好である方が否定的嗜好（どちらかとい
えば嫌い、嫌い）よりも見たことがある割合が高かっ
た。いずれにしても、運動・スポーツ好きを増やすこ
とが障がい者スポーツの観戦を増やすことにつながる
可能性が考えられる。塩田 14）は、日本全国の地域を
対象に、障がい者スポーツにおける観戦、体験および
ボランティア行動に対する意識調査をインターネット
調査会社への委託にて行った。その結果、障がい者ス
ポーツの認知度や参加行動の意識は低く、特に障がい
者スポーツのボランティア経験について 94.0％がボラ
ンティア経験がないと回答していた。ボランティア行
動は、観戦行動・体験行動が予測因子として働くこ
とが分かり、中でも体験行動の方が強い関係を示し
たと述べている。本研究では保護者の 68.4％、児童の
41.4％が障がい者とかかわった経験があるとの結果で
あった。また、障がい者とのかかわり別に障がい者ス
ポーツ観戦の有無をみると、保護者、児童ともに障が
い者とかかわった経験がある方が障がい者スポーツ観
戦をしたことがある割合が高かった。これらのことか
ら、障がい者と触れ合う直接経験は障がい者理解を深
め、共生社会を構築していく上での重要な役割を担う
可能性があると思われる。そのためには、東京パラリ
ンピックのレガシーのひとつとして、より多くの人が
容易に障がい者あるいは障がい者スポーツに触れられ
る環境整備を行い、ひいては健常者と障がい者が共に
スポーツを楽しめる機会が増えることを願っている。
Ⅴ．結論
　本研究は、小学生およびその親を対象に、パラリン
ピックを含む障がい者スポーツに対する関心度・認知
度の現状を明らかにするとともに、障がい者とのかか
わりや運動嗜好との関係を分析した。その結果、以下
のことが明らかとなった。
　１．保護者の約７割がパラリンピックに関心があり、
児童の９割以上がパラリンピックを知っていたり聞い
たことがあった。保護者の６割以上、児童の８割以上
が障がい者スポーツを見たことがあり、保護者の約７
割、児童の約４割が障がい者とかかわったことがあっ
た。
　２．パラリンピックへの関心度・認知度を運動嗜好
別にみると、保護者では運動・スポーツが好きに対し
て肯定的嗜好である方が否定的嗜好よりも関心度は高
かったが、児童では運動・スポーツの嗜好とパラリン
ピックの認知度の高さとの間に関係はみられなかっ
た。
　３．障がい者スポーツ観戦の有無を運動嗜好別にみ
ると、保護者では運動・スポーツが好きに対して肯定
的嗜好であるほど障がい者スポーツを見たことがある
割合は高かったが、児童では肯定的嗜好である方が否
定的嗜好より高かった。また、障がい者とのかかわり
別にみると、保護者、児童ともに障がい者とかかわっ
た経験がある方が障がい者スポーツ観戦をしたことが
ある割合が高かった。
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